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KeyWords． Subjective randomness; randomization; operant

conditioning;

訓練によってデタラメの度合を増すことが可能であ

るかどうかを探ること，そして，これらを通じて，

選択場面一般における可塑的な行動の形成の可能性

を探ることにある．人間の代わりにロボットが高速

で規則的な作業姪担えるようになった現在，むしろ

低速でも可塑性の高い行動こそに人間行動の価値蓬

見い出すべきではないだろうか．また，より可塑的

な行動転形成するための諸条件や酬練方法を砲立す

る必要もあるだろう．こうした観点からヒューマン

インタフェースの一焔を飴じてみたいと思う．

にヨ白勺

昨年度発表［1］に引統き，人間がみずからの手

で乱数を生成する行動について，従来とは異なる視

点から検討した結果について報告する．昨年度は，

0および1からなる2項乱数を扱ったが，今回はそ

の発展として，0から9までの10個の数字からなる

一禄乱数列の生成過程について検討した．

この研究の目的は，より「デタラメ」な乱数を生

成するために必要な外部条件を探ること，および，
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パソコン本体にはRS232Cケーブルを通じて，エプソ
ン社製のハンドヘルドコンピュータHC-41が接続され
ており，被験者はHC-41アイテムキーボード上に設定

された特定のキーを押すことによってOから9の敵

字を選択した．数字のキー配列は電卓キーと同犠で

あった．「勝敗」の音信号は，パソコン本体か・らの

指令に基づき, HC-41に接続されたスピーカーから呈
示された．

昨年度発表［1］においても指摘したように，乱
数生成行動に関する従来の研究には次のような問題
点があった．第一は被験者に対する言語的教示の問
題，第二はと乱数生成行動に対する動機づけの問題
である．

昨年度発表［1］は，これを解決するための新し
い方法として，①なるべく言語的教示に頼らずにラ
ンダムな行動を生起させること，②ランダムに行動

すればするほどより大きな報酬が得られるような外

部条件を設定すること，を提唱し，この考えに基づ

いて，オベラント強化事態における2項乱数生成行
動を検討した．オベラント強化事態とは，特定の行
動に報酬刺激が随伴するような事態を意味するが，
ここでは，行動が不規則である場合に報酬が与えら

れる（強化される）事態のことをいう．

今回は，昨年度の発展として,0から9までの10

個の数字からなる一様乱数列について，オペラント

強化事態の導入が乱数生成行動にポジティブな効果
を及ぼすかどうかを検討した．被験者に与えられた

課題は，特殊キーボード上の0～9の数字を選ぶこ

とである．被験者は，オベラント強化を受ける実験

群（以下d6E群”と略す）と，反応の内容にかかわ

らず50％の確率でランダムに「強化」を受ける対照

群（以下d4C''群と略す）に分けられる．E群の条

件においては，コンピュータは，各被験者の過去の

反応傾向の偏りに基づいて，次回に選ばれる可能性

の高い5個の数字を予測するものとする．次の回に

選択された数字が，コンピュータの予想と異なって

いた場合には「被験者の勝ち」とし，音信号等で被

験者にフィードバックする．予想どおりのときは「

コンピュータの勝ち」となる．いつぼう,C群の条
件においては，被験者の反応の10%に限っては実験

条件と同様に強化される，残りの90%の反応に対し
ては，反応内容にかかわらず50％の確率でランダム

に「強化」が与えられる．もし，オ､ペラント強化事

態の導入が乱数生成にポジティブな効果を及ぼすの

であれば，実験群のほうが，よりランダムな数列を

生成できるはずであろう．この点左，種々のランダ

ム性指標によって検討する．なお，以上の群のほか

にパソコン自体によって乱数列を生成させ，両群と

の比較資料とした（便宜上00A群”と呼ぶ）．

弓二糸売
田塞験セッションの回数被験者は,E群(11名）
とc群（10名）とにランダムに分けられた．いずれ

の条件においても，被験者は，0～9の数字を1セ

ッションにつき502回選択した．セッションは1

日1回限りとし，全部で3回行なわれた．

回堕験者に対する教示(a)この実験は，なるべくコ
ンピュータに予想されないようにO～9の数字を選

択するケームであること, (b)コンピュータは，被験
者が数字を選択する直前に，そのつど，選ばれる可
能性の高い数字を5個予想すること, (c)被験者の選

択した数字が予想された5個の数字のいずれかであ

った場合には「コンピュータの勝ち」，予想されな

かった5個の敷字のいずれかであった場合には「被

験者の勝ち」となること,(d)勝負は500回行なうこ

と,(e)被験者の勝率は高い順にランキングされ公表
されるのでなるべく高い勝率となるように努力して

ほしいこと，以上5点を教示した．ランダム性に関
する説明はいっさい行わなかったが，被験者から質

問があった場合には，その内容に限り回答した（た
とえば「同じ数字を続けて選んでもよいのか」とい

う質問に対しては「かまいません」と答えた）．

園E群に対する手続
被験者が，より高い勝率をめざすように，実験開

始に先だって，他の被験者の各回の勝率および自分
自身の前回までのセッションにおける勝率（ただし
1回目のセッションを除く）のランキング表をディ

スフ．レイ上に表示した．2回目以降のセッションを

受ける被験者に対しては，自分自身の過去の勝率が

何番目に位置しているかを口頭で確誕させた．
つぎに，被験者はディスプレイからの指示に基づ

いて，0～9の数字を選択する．さらに，アイテム

キーボード左端の矢印のついたキーを押すと次の選

択試行に進んだ．

3回目の選択の直前から，コンピュータは被験者
が選択する可能性の高い数字5個を予測した．予測
は，その被験者が発生する数字の1次推移確率の偏

りに基づいて行われた．すなわち，コンピュータは

被験者がその時点までに生成した数系列中の隣合う

数字対を10(i)×1o(j)の100セルのマトリックス
に集計し(n-1回目に生成された数字がi , n回

目に生成された数字がjのとき, i行j列のセルの

度数が1つ加算されるものとする) , i行のなかで

プブギ去

錘馬奏者
18～20歳の短大生21名（男4,女17名）．心理学に関
する被験者経験はまったくない．

装置

実験はカーテンで仕切られた個室内で行われた．実
験制御にはNEC社パーソナルコンピュータPC9

8VM2を使用．視覚的刺激は, SHARP社14イ

ンチディスプレィ(CU-14H1,フジフィルム
社VDTフィルター:NIRIMASKCP使用）から呈示．
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自然数系列の影響をどれだけ受けたか．
(6)DIF(理想値=0)

自然数系列の影穰をどれだけ受けたか．

(7)F82(理想値=0)/(8)RIP82(理想値
＝0）

自然散系列以外の要因による妨害をどれだけ受け
たか．

(9)KEY(理想値=0.31)

キーボード配列の影響をどれだけ受けたか．

セルが大きい値渥とる上位5個のjを選んで予測値
とした．たとえば被験者が直前に‘‘1，，を選択した

場合，コンピュータは，1の次にO～9のうちのど

の数字が過去に多く選択されたかを参照し，頻度の

高い順に5個までの数字を予測値として選び出した

（もし，同頻度の予測値候補が多数あった場合には，
その中から5個までをランダムに選び出した）．

3回目以降の反応において，被験者が次に選択し

た数字が上記の予測値に含まれていた場合には，「

コンピュータの勝ち」とし,HC41に付属したス
ピーカーをつうじて1046khz,100msecのブザー

を1回鳴らした．いつぽう，上記の予測値に含まれ

いなかった場合には，「被験者の勝ち」とし，同様

のブザーを3回鳴らした．また，いずれの場合にお

いても，コンピュータの予測した数字を赤字で，予

測しなかった数字を緑字で，ディスフ・レイ上に表示

した．さらに, 12回目以降の反応においては，被験

者の通算の勝率と直前lO回分における勝数を，同じ
ディスプレイ画面上にグラフィック表示した．502回

目の選択後，ディスフ．レイ画面上に最縛勝率をデジ

タル表示し，その日のセッションを終了させた．

囚p群に対する手続
C群の被験者に対しても，見かけ上, E群と全く

同様の表示が行われ，また反応傾向の偏りがチェッ

クされていった．ただし，500回の「勝負」のうち4

50回(13回目～102回目, 113回目～202回目, 213回

目～202回目,313回目～402回目,413回目～502回目

の選択反応分）においては，コンピュータは，推移

確率に基づく予想とは全く無関係に，ランダムに5

個の数字を予測した．残り50回分については,E群
と同様のアルゴリズムによる予測を行なった．

回ユンビュータL_"A群'')による乱数生成
パソコンにより，0～9の数字からなる一様乱数

列を, 502×3個ずつ生成した．乱数の種(seed)は，

+1から+11までのll通りとした．なお,E群との比較

のさいには，これらをll名の仮想の被験者が生成し

た数列と見なして統計処理した．

無規則性に関するその他の指傷

(10)COR(理想値=0)

遅れ1から20までの系列相関係数．

(ll)ABAB(理想値=0)

0～4をdOA'' 9 5～9をdjB''で置き換えた時，
10個ずつに区切った数字列の中にd0A''が何個出現

したかについてのX2値．

詰皐

ここでは，各被験者について，3セッションをコ

ミにした1500回分の反応内容（各セッションにおい

て『勝負」の対象となった3回目～502回目をコミに
したもの）を中心に報告する．

Tablelは,CORを除く10個の指標についての，
各群の中央値，範囲を示す．いずれの指標において
も，値の小さいほど一槌乱数列に近似していること

を意味している．このうち7個の指標について，被
験者ごとにX2検定を行ない, 5%水準で『ランダムで
ない」と判定された個体の比率（％）を算出した．
Tablelにその結果を併せて示す．なお，最も多く生
成された數字については被験者間で一貫した傾向は
見られなかったが，最も少なく生成された数字につ
いては，“3”が1位になった被験者がE群。C群
全体の52%を占めた．“0”を最も少なく生成した被
験者は1人もいなかった．

次にE群とC群，およびE群とA群との間で，各
指標の算出値に有意な差があるかどうかU検定（両
側検定）を行ない,Table2に示した．

指標CORに閲しては次のような結果を得た．ま
ず，相関係数の範囲を被験者別に求めた．各群にお
ける最小値の中央値は,E群は-.123,C群は-.102,
A群は-.056であった．いつぽう，最大値の中央値は，
E群は+､106,C群は+､079,A群は+､046であった．
次に，遅れiの値がいくつの時に最小あるいは最大
になるかについて被験者別にチェックしたところ，
遅れ3のときに最小となった被験者がE群の64%,C
群の60%を占め，いつぽう，遅れ1のときに最大とな
った被験者がE群の45%,C群の70%を占めた．
最後に，今回の結果を従来の諸研究における諸結

果と比較する目的で，第一セッションの101回目まで
の「勝負」（3回目から103回目までの選択反応）に
ついてのみ9 RIP100,NS18,RIP82
の値を求めた．E群,C群における各指標の平均値

回ランダムネスの指標
生成された数列のランダム性を比較検討する指標

として，以下の11通りの指標を用いた．指標の算

出方法の詳細については，補注に記した．

~〕数字の出現頻度に閨するi二

(1)F10(理想値=0)

等頻度性を測る．

②事象生の独立性に関する指褐

(2)HIT(理想値=0.5)

コンピュータの反応予測がどれだけ的中したか．

(3)F100(理想値=0)/(4)RIP100(理
想値＝0）

隣合う数字対がどれだけ等頻度で出現したか．

(5)NS18(理想値=0.18)
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Table2．各指標値についてのE群と他の2群との
間の有意差検定(Uテスト，両側検定）．

(および範囲）は次のとおりであった．

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
２
５
０
４
５

０
３
４
４
２
４

●
●
●
●
●
●

Ｇ
８
＆
●
Ｑ
■
＆

一
一
一
一
一
一

８
６
８
４
２
４

１
１
１
１
１
１

●
●
●
●
●
●

一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く

羽
塑
調
皿
肥
廻

●
●
●
●
●
●

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

値
値
値
値
値
値

均
均
均
均
均
均

平
平
平
平
平
平

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０

０
２
０
２

１
８
８
１
８
８

Ｐ
１
Ｐ
Ｐ
１
Ｐ

群
Ｉ
Ｓ
Ｉ
群
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｒ
Ｎ
Ｒ

Tablel．各群におけるランダム性指標の値，およ

UX2テストによって生成数列がランダムでないと判
定された個体の比率（％）．

**p<､01, # 、05<p<・10, ns:notsignificant

雪雲

まず，全体として,E群はC群に比べて，よりラ
ンダムな数列を生成したこと，すなわち，オペラン

ト強化事態の導入が，よりランダムな数列の生成に
ポジティブな効果を及ぼすことが明らかになった．

その根拠は, CORを除くlO個のランダム性指標の

うち，出現頻度(F10)および事象生起の独立性
(HIT,F100,RIP100,DIF,RI
P82)に関する大部分の指標についてE群のほう

がC群より有意に小さい値を示した点にある(Table
2)．

このようなポジティブな効果が得られたことにつ

いては，次の2つの説明が考えられる．第一は，強
化あるいは非強化の直接的な効果である．もし，被
験者が特定の反応パターンに固執すれば，強化を受
ける回数はたちどころに減少する．逆に，変化に富

んだ反応をしていけば，5割に近い強化を受けるこ
とができる．こうした，反応パターンに対する強化

・非強化が，よりランダムな数列の生成に効果をも
たらしたという考え方である．もっとも，この考え

方の是非をめぐってはまだ議践の余地があり（［2］
。［3］・［4］など），さらに確認が必要である．

第二は，動機づけ要因による説明である．従来の研

究で用いられてきた筆記法・呼唱法などによる乱数

生成では，被験者がどのような内容の反応をしても，
その評価がフィードバックされることがなかった．
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指標 C群との比較 A群との比較

F10 EEC(**) A<E(**)

HIT E<C(**) A<E(**)

F100 E<C(**) A<E(**)

RIPlOO E<C(**) A<E(**)

NS18 ns A<E(**)

DIF E<C(**) A<E(**)

F82 E<C(#) A<E(**)

RIP82 E<C(**) A<E(**)

KEY ns ns

ABAB ns A<E(**)

指標 群中央値

範囲

最小値最大値

X2検定(p<.05)

ランダムでないと判

定された個体の比率

F10 E 51.6 14.6 102．1 100

C 79．6 24．0 262.2 100

A 8.5 4.3 14.8 0

HIT E 、577 、549 、602

C 、621 、599 、710

A .493 .474 .512

F100 E 305 190 414 91

C 478 338 1250 100

A 89 75 104 0

RIPlOO E 、137 、060 、209

C 、252 、159 、767 －－－

A -.007 -．017 .003

NS18 E .207 .131 .256 82

C 、238 、134 .280 80

A 、178 、167 、201 9

DIF E 60．3 29.4 145.2 100

C 164.7 32．1 461.1 100

A 10.1 3.8 15.4 0

F82 E 82．4 28.9 195.3 27

C l10．0 53.8 688.9 80

A 13.0 9.0 25.7 0

RlP82 E ，139 、068 、188

C .227 .154 .700

A -.006 ･･022 、009

KEY E .320 、244 、384. 55

C 、319 、218 、395 50

A 、301 ．291 、324 0

ABAB E 14．3 4．1 35.1 64

C 29．5 9．7 194.2 90

A 5．9 、4 15．0 9
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…

したがって，「やる気のない」被験者が固定的なパ
ターンで数字を生成しても何らとがめられることは
なかった．今回の実験では，被験者はなるべく高い
勝率を得るように要求されており，特に実験群では，
勝負の結果がそのつどフィードバックされた．こう

した外部条件が，乱数生成行動を，より強く「動機
づけた」可能性がある．

E群が生成した数列は，しかしながら，一様乱數
列としては不完全であった．A群，すなわちコンピ

ュータが生成した乱数列と比較した場合には, 10個
の指標のうち9個までにおいて,A群の数列のほう
が有意にランダムであると判定されているからであ
る(Table2) .さらに，被験者別に行なったX2検定
においても，7個の指標のうち4個の指標に関して，
8割以上の被験者の生成した数列が「ランダムでな
い」と判定されている．少なくとも，今回導入した
ようなオベラント強化事憩の内容，あるいは堂だけ
では，完全な乱数列を生成させるには不十分である
ことが明らかになった．

指標CORに閲しては,E群,C群ともに，遅れ
iの値が1～20のいずれの場合においても，相関係
数の値は±0.15の範囲におさまっており，顕著な周
期性は認められなかった．しかし,A群，すなわち
コンピュータが生成した乱数列に比べると，相関係
数の絶対値はやや大きめであり，周期性が完全に否
定されたわけでもない．なお,E群,C群のいずれ
においても,CORの値が遅れ1のときに最大，遅
れ3のときに最小となった被験者が多数を占めてい
たが，これは，生成された乱數列が自然数系列の影
響を受けていたことを意味するものであると思う．
今回の実験では数字‘‘3”を最も少なく生成した

被験者が多かった．過去の研究［5］では，“3”
はむしろ最小頻度になりにくい数字であると報告さ
れており，今回の結果はこれとは一致していない．
さらに，［5］では, ｡0O''が最小頻度になりやす
いとされているが,､今回の実験では，そのような被
験者は1人もいなかった．これらの不一致は，数列
の生成方法や被験者に対する教示の違いなどに起因
するのではないかと思う．なお，一様乱数列の生成
に関する従来の研究では,0～9の数字を生成させ
るかわりに，1～10を生成させるものが多く見受け
られる（たとえば，［6］）．これは,0～9を選
択肢とした課題では，“0”の生成を忘れる被験者
が出ることを恐れたためであると思うが，今回のよ
うな実験方法を導入する場合には，その恐れはない
ことが明らかになった．0～9はいずれも1桁の整
数であり，しかも近年では被験者の多くが電卓キー
ボードになじんでいることを考えるならば，．l～lO
よりも0～9を生成させることのほうが，むしろ自
然ではないかと思う．

今回の実験では，キーボードの配列の影響はそれ
ほど大きくないことが明らかになった．その根拠と

しては，指標KEYに関してE群とA群との間には

有意差がなかった点，また，被験者別に検定を行な
った場合にrKEYの値が有意に多い」と判定され

た被験者が両群のほぼ半数にとどまった点をあげる

ことができる．従来の研究では，数字を紙に書かせ

る方法（たとえば［5］），あるいは数字を呼唱さ
せる方法（たとえば［6］）が多く用いられてきた

が，これらの方法では，被験者の疲労も大きく，し

かもデータ集計に手間どるといった問題があったよ

うに思う．今後は，キーボード入力方式に切り替え
ていってもよいのではないだろうか．

第一セッションの101回目までの「勝負」(3回目

から103回目までの選択反応）に限定したRIP10

0,NS18,RIP82の値については，両群と

も，従来の他の研究の結果よりも「よりランダム」

な傾向を示しているように思う．たとえば数字（た

だし1～10)を101回呼唱させた[6]の実験では，

3指標の平均値（および範囲）は,RIP100=.

51(-.14～1..74),NS18=.35(､05～.61),RIP
82=.53(-.19～1.94)であったという．今回の結果

は，いずれの指標においてもこれらを下回っている．

今回の実験では「なるべく予測されないように」と

いう教示を行なったが，「なるぺくデタラメに」と

いう教示を行なった従来の研究に比べて，こうした

教示自体が，よりランダムな数列の生成を促進した

可能性がある（［7］参照）．

今後の課題としては，次の2点をあげることがで

きる．第一は，今回よりさらにランダムな数列老生

成させるためには，オベラント強化事態をどのよう

に配合したらよいかという課題，第二は，オベラン

ト強化による訓練を受けることによって（オベラン

ト強化が導入されていないような），他の場面でも

よりランダムな敬列・文字列を生成させることがで

きるかどうかという課題である．

弓I月引文面犬．
［1］長谷川芳典(1986)．乱数生成行動の条件づけ．

一マンインタフェースシンポジウム

鵠文鼈,pp.205･210.
[2]Schwartz, B・ (1982). Failuretoproduce

『esponse variability Hith reinforcement.

jpurnal亜辿旦 Ex"rimentaI ALalySiS gi

Behavio[,37,171-181.
[3]Page,S., & Neuringer,A・ (1985).
Variability is an operant. Jpurn辿匹

ExperimentaI PsychologM: Aninlal Uehavior
Processes,11,429-452.

[4]Neuringer,A.(1986)． Canpeoplebehave
"ral耐omly?'':Theroleoffeedback・ journalof

ExperimentaIPsyChology:Peneral,115,62-75.
［5］乱数テスト研究会（1973)．人間乱数一
頭脳のプリズム－．自然，28,49-57．
［6］板垣文彦(1987).人間の生成するランダム系列
の詳価に関する研究．日本大学心理学研究,8,1-9.
[7]Finke, R.A. (1984)．Strate8iesforbeing

『aimom. "Bulletingf辿旦fsychonqmiCSocietM,2
2,40-41･
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や

挿#主
（ただし,FI．§・1およびFI".Iは該当するセルの

出現頻度,Nは全セルの出現頻度合計値）
(6)DIF

NS18の拡張として，隣合う数字間の差（－9

～＋9）の出現頻度についてのX2値を計算した。な
お，差が－9～－7までの頻度，および＋7～＋9
までの頻度はそれぞれコミにして集計した．

ランダム性の指標について

① の‘f にする指樗

(1)F10

(fi-Fi)2

F!0== Fi

D!F=g7(k･-K｡)｡/K･（ただし, fiは0～9の出現度数,Fiは一様乱数
列における理議度数を示す）

(knはiとjの差がnとなるようなi行j列のセル

の出現度数,Knは同じく理論度数を示す．ただし，
k-7, k7は，それぞれk-9とk-8, k8とkeの値を
含む）．

(7)F82

100セルのうち,NS18で用いられる18セル以外

の82セルについて,F100と同様の計算を行なっ
た．この指標は，自然数系列の影響以外の要因によ

って，ランダムでない数列が生成されているかどう
かをチェックする上で有用である．

(8)RIP82

100セルのうち,NS18で用いられる18セル以外

の82セルについて,RIP100と同様の計算を行

なった.RIP100同様，板垣[6]が提唱した

もので，少数個の数列を比較する指標として有用性
がある．

(9)KEY

100セルのうち，キーボード上で縦・横・斜めのい

ずれが隣合った位置にあるセルの出現度数の合計値

の比率を算出した．ただし，(5)に述べた自然数系列
の影響との混同を避けるため，キーボード上で隣合

った位置にあってもi , jの差が±1となるセルは
算出から除外した．

②事象生の独立性に関する指暢

ここに述べる指標は' n回目における数字の生起
が、－1回目の反応と独立して生起しているかどう

かを調べるものである．これらの指標を求めるため

には，被験者が生成した数系列中の隣合う数字対を
10(i)xlo(j)の100セルのマトリックスに集計し

た(n-1回目に生成された数字がi , n回目に生
成された数字がjのとき, i行j列のセルの度数が
1つ加算されるものとする）．
(2)HIT

実験セッションにおいて，コンピュータは，いま

述べた100セルのマトリックスを目動的に作成しなが

ら被験者の次の選択を予想した．したがって，コン
ピュータの予測の適中率が高い場合には，事象生起

の独立性が低いことになる．なお,C群,A群にお
いて生成された数列については,E群の場合と同じ
アルゴリズムに基づいて，再予測をしたときの的中
率を算出した．

(3)F100

F,00=L
i=0

9 (fi｣一FIj)2
＝
J=O FIj

（ただし, fijは各セルにおける出現度散,FIjは
同じく理請度敬を示す）

(4)RIP100

板垣［6］が提唱したもので，少数個の敬列のラン
ダム性を比較する指標として，有用性がある．

③無規則性に関するその他の指楊

(IO)系列相関検定

おくれi (1≦i≦20)までの系列相関係数を算
出した．あるiにおいて相関係数の値が＋1に近い
場合は，生成された系列に周期性があることを示す．

RIP100=(02/h-1)/h
(11)AB

O～4を「A｣ ,5～9を「B」としたとき, 10
個ずつに区切った文字列中の「A」の数の分布につ
いての組合せ検定を行なった．

（ただし，02は各セルにおける出現度数の分散, h
は出現度数の平均値を示す）
(5)NS18

100セルのうち, iとjの差が土1となる18セルの
出現度数の合計値の全体に対する比率を求めた．板
垣［6］によって提唱されたもので,自然数系列の
影響をはかる指標となる．

(in-Ln)2８
章
趣

一
一ＢＡ

Ln

(Inは10個ずつに区切った文字列中に「A」がn回
出現した度数, Lnは同じく理識度数を示す．ただし，
12, 18は，それぞれ1°と1 1, 19と1 1日を含む．）

8 8

NS,8=gF!'|:!+"F!'!"
N
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第3回ヒューマン・インタフェース・シンポジウム

ヒューマン・インタフェース論習会

参加者募集のお知らせ

7

主催：計測自動制御学会 企画:ヒューマン・インタフェース部会

協賛：応用物理学会，オフィス・オートメーション学会，画像電子学会，国際ファジィシステム学会日本支部，
CAI学会,自動車技術会，情報処理学会，照明学会，人工知能学会，糟密工学会，テレビジョン学会,

趣気学会,電子情報通信学会，日本医療憎報学会，日本ME学会，日本音習学会，日本家政学会，

日本機滅学会,日本航空宇宙学会,国際交通安全学会,日本産業衛生学会，日本色彩学会，日本自動制御

協会，日本シミュレーション学会，日本心理学会，日本生理学会，日本デザイン学会，日本人間工学

会，日本認知科学会，日本ヒューマン・ロボティクス研究会’日本リハビリテーション医学会，

日本ロボット学会，バイオメカニズム学会

ヒューマン・インタフェース・シンポジウムも3回を迎えることになりました。改めてシンポジウムの原点に戻り､

着飾った手柄話だけでなく新しい芽を育てる実質的な交流を工夫したいと思います。まず並列セッションの増加を抑える

ため、今年より日程を3日間とし、手頃な宿泊施設のある会場としました。
人とさまざまなハードウエア・ソフトウェアとのインタフェースのなかで今日もっとも大切なものは人の生理・心理お

よび生活・文化と整合する人間的なインタフェースを実現することです。その実現に向けて幅広い研究成果の発表と論議

が展開されることを期待します。

またヒューマン・インタフェースは教科書のない新しい技術、若い学濁分野です。新しく志す方々のためにシンポジウ

ム前日の10月26日にヒューマン・インタフェース調習会が企画されました。

記

大阪： 之使@ニオつ会食宮（〒543大阪市天王寺区石ｹ辻町19-12魎話06-772-1441）
（新大阪より地下鉄(御堂筋線)に乗巾、なん僅駅乗換で2駅目の(千日前線)谷町九丁目下車、
地下通路を近鉄上本町まで歩き、地上へ出て南へ徒歩3分）

日： 昭和62年1c〕月=e～＝ヨ日

墹 所：

期

部会員 10,"0円(願前

学会員 12,0㈹円(協賛

会員外 15,㈹0円(以上

学生聴溌 10"0円

海外報告+30"O円(イブ

論文集のみ 8,0㈹円

、面甲湖 ”璽甲巾狩兼山町1－1 易

3回ヒューマン・インタフエー：

話（㈹)8“-1151内4771(田村）

会館（税込5,“0円程度）10月25

接ご照会下さい。他に税込6."C
可飽

角一‐ ＆I-I工 ． － ． ，－一

講習会 シンポジウム
26日(月） 27日(火)，28日(水)，29日(木）

参加喪 一般 20,”0円

(聴鱒資料､昼食を含む）

学生空席待ち

先着願

4,“0円

当日は混雑が予想されますので，

廟前に事前登録をお勤めします。

申込書

記戦事項

(1)希望コース A B

(2)参加券送付先

(3)勤務先の名称、住所、飛蕗

(4)受識者氏名(ふりがな）

(5)選令方法、送金日

(1)参加者氏名､(ふりがな）

(2)参加券送付先

(3)勤務先､職種

(4)所属学協会

(5)送金方法、送金日

(6)参加予定セッション番号

握込で送金される場合

下記の口座をご利用下さい

口座名いずれも

rヒューマン・インタ

フェース･シンポジウム」

住友銀行豊中支店

普通預金 11023記

郵便握替大阪9-78381

送金者名の先頭に

参加者名を明示すること
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叶
紳
Ｈ
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Ｈ
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鐸
）
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○
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誕
獅
ｅ
Ｋ
ヤ
Ｈ
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×
・
八
け
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圏
函
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鐸
針
緋
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匪
俳
絲
Ｈ
伺
塵
堅
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狸
悟
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Ｉ
匪
遭
ｅ
呼

幻
塞
索
鐇
潟
睡
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側
ｅ
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猟
飽
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流
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卦
Ｈ
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概

（
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腫
く
Ｋ
墨
）
鮭
和
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噸
侭

ｇ
《
言
覺
劇
画

歴
側
剖
選
岬
創
醐

冒
○
③
蜜
的
）
側
『
職

（
Ｈ
Ｋ
鵬
）
１
蕊
判
救
・
架
璽
骨
選
・
恕
蜘
Ｈ
Ｏ

会
Ｉ
気
畷
似
偶

ぺ
ぶ
ｌ
卜
匪
馬
狸
ら
硬
卯
Ｋ
ｌ
Ｈ
ｎ
砿
八
、
．
、
熱
、
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い
論

（
宙
司
卜
Ｋ
八
。
逼
○
圏
画
）
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三
蕊

●

○
冒
昌
轆
縄
圏
局
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鵠
潤
三
○

４
卜
〆
恥
鵲
懲
曝
遅
師
部
ｕ
鵬
伽
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駆
ｅ
Ｒ
ペ
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田
皿

（
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甑
圃
鯛
荊
側
）
鋼
剥
ヨ
鞄
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侭
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＆
軸
縄
目
局
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伽
懐
園
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０
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０
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０
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０
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０
０
０
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Ｏ
１
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
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Ｈ
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．
Ｎ
皿
瞬
遷
○

甑
個
ｅ
呼
剖
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ｅ
“
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鐘
鐸
爵
鯛
興
壇
暇
髭
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狸
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約
彊
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部
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蛾
Ｉ
Ｈ
麺
八
、

（
堀
朴
砿
弱
朴
恨
叫
轡
）
興
田
叫
○

写
昌
『
》
縄
圏
詞

塞
睦
鑑
渚
ｅ
頤
坐
阿
哩
咋
虚

（
Ｋ
連
衡
溌
恩
）
厨
ｌ
拠
懸
御
佃
侭
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恥
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恥
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詞
詞

悶
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画
駒
局
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（
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伊
八
恥
針
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製
ハ
ト
侭
）
耐
同
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・
ヤ
ス

（
除
Ｈ
ｐ
ト
ャ
熟
（
鐘
）
）
吐
毒
華

（
騒
入
や
争
恥
鋼
制
繩
）
く
圏
韓
急

（
罷
畏
ハ
ャ
奉
卜
如
認
い
Ｉ
辛
刷
）
庭
牒
騨

“
還
濫

①
長
騨
伺
ｅ
幻
興

志
謁
値
嘩

志
穏
Ｇ
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や
｛
い
戸
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髄
ｅ
腫
馴
剖
醍

ｌ
《
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入
、
ｅ
扣
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島
埋

即
馳
駒
伸
報
築
卿
腰
屏
刈
卿
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弱
Ｉ

司

甑
騨
剖
値
悶
ｅ
和
蝿
島
堅
」

纏
掘
会
樵
薫
韓
個
娼
扇
簿

（
Ｈ
鯉
潮
Ｋ
圏
Ｋ
）
駐
韓
田
相
侭

ｌ
０
Ｉ
０
Ｉ
０
０
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０

ｇ
ｇ
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烏
尋
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因

０
０
０
０
８
０
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０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

（
曽
画
目
呂
崖
倉
制
胸
の
負
目
の
画
口
の
ｇ
）

●
円
い
。
。
⑳
均
尉
国
璽
○

の
。
甸
哨
胸
の
や
ｐ
Ｈ
胸
の
Ｐ
。
ｐ
曰
。
◎
０
口
“
日
。
函

ロ
ロ
邸
①
。
ｐ
⑩
『
や
め
の
診
討
Ｐ
Ｈ
ｐ
皿
。
。

○
ｍ
”
、
←
“
国
←
、
、
画

（
ぬ
回
国
《
←
澤
口
雪
瞬
く
の
○
）
●
聾
ご
塵
巨
ま
く
自
胸
『
“
昼
。

四
角
◎
毎
回
“
Ｐ
の
室
恥
回
、
ｎ
Ｎ

（
的
○
ぬ
釦
ユ
”
）
酎
剛
刀
輌
欺

（
定
任
田
鋼
）
噸
’
三
扣
・
黒
頽
口
抹
・
盤
陶
感

（
Ｈ
遜
潮
Ｋ
圏
）
蝕
韓
田
。
（
幽
Ｋ
叩
）
緩
唆
伽
・
謡
曇
睡
陣
０

線
庵
岬
や
題
型
等
閑
解
侶
席
浬
押
判
型
辻
蝶
個
画
ｅ
ト
ロ
シ

つ
”
”
》
『
釦
寺
”
飼
園

（
碇
髄
宙
醇
匪
牒
遡
蹄
霞
膀
毒
）

叶
圏
個
笹
・
歓
溺
轌
佃
・
咋
口
掲
渥
伽
・
川
鍾
疫
篭
○

掘
泌
ｅ
辻
圧
爵
匪
ｅ
溶
匿
黒
握
・
認
駆

（
Ｋ
頚
卦
Ｋ
認
認
猟
Ｈ
歸
鵬
）

負
号
［
縄
圏
酬

循
韓
圏
・
笹
１
將
礁
・
種
路
將
赴
○

塞
索
圖
騨
鬮
々
ｅ
和
△
嗣
睦
ｅ
釦
個
個
←
ロ
シ

●
句

（
Ｋ
塑
握
穏
艤
幽
朴
Ｋ
溶
唄
）

歓
撫
三
和
噸
０

９
局
【
員
圏
園

馳
朴
ｅ
剖
測
小
粥
岬
噂
型
式
い
ぶ
恥

（
宙
匪
脳
箇
吟
尋
）
昨
緩
和
頓
州
府

●
碗
“
碗
『
”
［
”
醐
醐

ｅ
鬮
矧
辿
獄
駆
輔
圏
軸

守
Ⅱ
０
０
８
０
０
１
Ｉ
０
０
０
０
１
０
１
Ｉ
Ｉ
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０
０
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Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
０
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０
Ｊ
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川
Ｉ
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０
１
町
Ⅱ
利
明
Ｆ
加
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ｑ
ｒ
ｌ
Ｌ
叱
沢
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Ｆ
陣

（
碇
砿
宙
雷
匪
遡
国
怪
寒
）

味
緩
和
燗
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騒
這
箪
骨
鯉
・
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開
田
佃
○

迦
昧
塵
肺
紘
鬮
霞
ｅ
嘩
踊
醇
匪
判
超
坤
阻
踊
ｅ
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崖
。

。
。
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の
戸
的
マ
マ
翻
醐

（
軽
計
聯
憧
函
濯
伺
聖
騒
Ｋ
）
魁
黒
田
桜

（
Ｈ
Ｋ
圏
圏
）
仁
鴨
田
侭
・
蝕
抜
蝉
・
露
猟
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聡
伸
０

陶
唾
穣
悴
蝿
参
縛
辿
騨
鬮
牒
騒
獄
駆

ｓ
畠
［
局
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闘

（
宙
埋
矧
《
ｎ
戸
坂
鬮
骨
、
）
田
鎚
田
骨
・
Ｉ
迂
超
哩
○

翌
頚
漫
隠
ｅ
血
判
麗
鐘
ｅ
卵
鰕
囲
Ｒ
Ｈ
ｂ
《
ｎ
戸

。
“
“
ぬ
戸
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副
寸
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“

（
腫
砿
匿
哩
照
賑
麗
』
陰
ｚ
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矧
冊
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職
ぺ
騒
雑
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彊

哩
鬮
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ー
ｚ
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冊
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田
躯
べ
宙
鯛
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騨
Ｆ
Ｆ
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）
悪
阻
畷
塞
○

隣
紳
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駆
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ー
コ
心
〆
卜
試
毎

（
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Ｈ
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Ｋ
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軸
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叫
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寺
湖
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側
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（
堀
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鬮
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倒
）
駅
遁
田
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○
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Ｗ
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鰕
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“

（
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Ｋ
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）
紳
鯛
擬
麗
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抜
陣
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Ｒ
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々
銅
○

（
瀞
Ｎ
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）
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含
砿
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ｘ
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題
型
鬮
闘
ｅ
騒
慰
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軸
寸
【
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軸

（
計
Ｋ
画
鵬
）
Ⅱ
將
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匪
川

（
計
薩
霞
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針
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騒
慣
）
傾
錫
骨
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・
鮭
和
米
○

寒
余
ｅ
恥
Ｉ
穴
や
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舗
以
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口
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曰

韻
庵
超
鶴
側
即
や
題
型
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観
即
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坤
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醍
恥
ｌ
×
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八
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Ｉ
鋳
、
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縛
以
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計
恥
ャ
躯
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脂
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陛
砿
Ｉ
鄙
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、

●
ぬ
如
嗣
［
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【
餌

（
宙
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圏
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川
）
鑓
授
陶
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・
園
猟
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細
・
咋
働
棚
顛
照
Ｋ
Ｏ

掘
騨
超
鯉
朔
浄
や
題
ｕ
笹
墜

倒
矧
ｅ
分
担
師
ら
亜
牌
今
剖
聴
理
ｅ
エ
ー
ロ
心
Ｉ
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会
毎
入
ｘ

烏
為
【
幾
国
副

（
宙
蘂
豊
○
○
四
ｚ
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窪
幽
鯛
猟
侭

会
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卯
会
祭
八
ｘ
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詞
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０
０
０
０
ｊ
Ｏ
ｔ
Ｏ
１
０
０
１
０
０
０
０
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０
０
０
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０
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叱
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Ｌ
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０
版
０
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旧
祁
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劇
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腫
賦
宙
箪
逼
伺
、
）
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漣
西
口
。
Ｎ
園
田
盤
Ｃ

ｌ
嘗
矧
鋼
毎
割
ｌ
際
ふ
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鴇
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長
嶋
躯
坐
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Ｉ
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ー
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楡
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バ
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時
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ｌ
ス
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○
○
叩
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［
酌
守
守
【
餌
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←
一
室
）
麺
匹
繭

（
Ｋ
Ｈ
長
）
蒋
嚢
腫
尋
・
溺
闘
祁
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。
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騒
照
畷
○

牌
ｓ
ｆ
ｕ
瞥
坐
園
裂
智
醤
皿

９

（
歴
韻
庵
哩
鋼
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瓢
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侶
ｚ
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頭
Ｉ
田
雷
０

●
守
“
ぬ
［
帥
鈎
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【
蜘

牌
ｓ
ｐ
ｕ
組
奪
Ｉ
李
１
吋
ｅ
甑
岬
や
隈
騒
鄭
曝
準
便
阻
圖

（
宙
潔
掌
○
週
○
頃
鬮
掛
、
）
紀
睡
綱

。
“
韓
唖
［
”
醐
寸
［
“

．
臓
匿
圃
鶚
Ｏ

隙
紳
１
岬
や
題
辿
騒

廻
圏
ｅ
脾
島
？
型
騨
掌
脂
蝋
阻
掴
岬
起
鞠
ｕ
Ｋ
型
ｌ
拳
潔
掌

（
Ｋ
Ｈ
哩
扣
岬
）
Ｎ
咽
瞬
頃
伽
侭

。
つ
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唖
【
”
［
》
［
蜘

ｌ
ｘ
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型
回
国
尋
周

（
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的
醒
め
）
側
『
職
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０
Ｎ
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○
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０
Ｎ
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○
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仙
叩
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③
○
ぬ
麺
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狗
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制
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厩
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罷
紳
幽
朴
Ｋ
溺
唄
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紬
闘
鴇
建
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蓮
漁
肛
川

（
卦
Ｋ
霊
塑
煮
藤
圏
題
）
憤
狸
三
騨
０

掘
鎚
ｅ
心
長

弱
痙
堅
函
や
ら
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勤
醗
ｅ
く
聖
呈
岬
判
型
坐
戦
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輻
理
１
卦
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函
函
［
軸
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悶
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巳

（
歸
朴
慨
Ｋ
迄
騒
偶
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に
三
思
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Ｋ
ロ
ヨ
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Ｋ
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圏
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總
遡
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朴
幽
朴
Ｋ
謡
堀
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紬
闘
鴇
漣
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懇
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〆

一

ｆ
型
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閑
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建
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抑
舗
型
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翻
１
戸
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ｌ
Ｈ
小
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懇
韓
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韓
飼
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幽
卦
Ｋ
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遡
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Ｋ
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○
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Ｋ
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狐
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Ｏ
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Ｈ
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狐
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Ｋ
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○
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Ｎ
○
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②
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Ⅱ
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Ｈ
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ｌ
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縄
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Ｈ
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Ｈ
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Ｎ
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Ｈ
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